
傍聴者数　7名　　議会インターネット配信 視聴回数　740回

議 会 の 主 な 動 き

「もっと来て欲しい封人の家」

最上町議会だよりは、ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。■デザイン・印刷／　　 合同会社クロスプランニング

■発行／最上町議会広報編集委員会／議会事務局　☎0233-43-2362（直通）

次回の定例会は 9月定例会 です議会傍聴のご案内

【編集後記】梅雨入りを迎え、しとしとと雨が降る季節となりました。
今号では6月定例会の審議や委員会活動の報告を中心にお届けして
います。また、読者の皆さまに親しんでいただけるよう、表紙をリ
ニューアルしました。議会は地域課題や住民の声を丁寧に議論し、議
員みんなで町民の皆さんに取材活動を行い、よりよいまちづくりに
取り組んでいます。本紙を通じて、議会活動を少しでも身近に感じて
いただければ幸いです。今後も分かりやすく親しみやすい広報に努
めてまいります。（佐藤　正市）

委　員　長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

山﨑香菜子
宮本　　浩
栗林　浩子
佐藤　正市
菅　　　孝
須貝　康幸

広報編集委員会

4.19(日)
　最上町消防団春季消防大演習が開催され消防団員の威風堂々とした分列
行進が行われました。また、あたごこども園・大堀保育所の園児たちからも力
強い中にも可愛らしい防火の誓いがありました。

春季消防大演習

5.16(土)
　晴天に恵まれて素晴らしい運動会が開催されました。30度を超える晴天の
中、生徒たちの熱い気持ちが入った応援合戦や競技をしている姿に元気をい
ただいてきました。

最上中学校運動会

6.7(日) 8(月)
　初日に関東圏「もがみ友の会」総会が日暮里で開催され、町に対する熱い提
言やアイデアをいただいてきました。翌日、国会議員会館に伺い、みちのくウエ
ストラインの早期実現に向けた要望書を提出してまいりました。

関東圏「もがみ友の会」
みちのくウエストライン要望書提出

6月定例会

　かねてより、UDフォント(ユニバーサルデザインフォント)の使用を検討しておりましたが、この度
デザインと印刷をお願いしている委託事業者の協力で実現することができました。この機会に表紙と
全体のレイアウトも見直し、町民のみなさまとの｢つながり｣を意識した親しみやすい紙面デザインに
変更しました。毎号並べていくと川のようにつながるデザインになっています。

　最上町議会だより192号（2026年4月23日発行）
2Pの最上中学校３年生による、ゆめ議会の記事で生徒
さんのお名前に誤りがありました。飯島 康成（いいじ
ま やすなり）さんが、正しくは、飯島 康成（いいじ
ま こうせい）さん。伊豆倉 杏奈（いずくら あんな）
さんが、正しくは、伊豆倉 杏珠（いずくら あんず）
さんです。お詫びして訂正させていただきます。誠に
申し訳ございませんでした。

お詫びと訂正

議会だより
リニューアル!
UDフォントとは…年齢・身体の状態・国籍に関わらず、「すべての人が見やすく、読み間違いが起こりにくい」ように設計された書体です。

　昨年、青少年育成の研修会が封人の家で行われました。
私は今までに10回ほど入館したように思いますが、新たな
発見がありました。秋の夕暮れ時であったので、囲炉裏や
淡い照明で古の雰囲気が、かもし出されて良かったように
思います。「とんと昔この会」の昔語りとマッチングし町内
外の先生方より高い評価をいただきました。  （菅 孝）

い　ろ　り

いにしえ

議会の日程はこちらから▶

議会中継はこちらから▶



最上駅

　令和2(2020)年国勢調査における昼夜間人
口比率は89.7％となっており、町外へ通勤・
通学する方が多い傾向となっています。通勤・
通学の動向をみると、新庄市とのつながりが最
も強く流出・流入共に多くなっています。次い
で、宮城県大崎市への流出、尾花沢市への流出、
舟形町への流出入が多くなっています。

中
心
市
街
地
の

と
今今

こ
れ
か
ら

こ
れ
か
ら

特
集

　
町
の
主
要
な
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
集
ま
る
中
心
市
街
地
で
す
が
、
近
年

店
舗
の
閉
業
や
住
宅
の
解
体
が
相
次
ぎ
、空
洞
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

人
口
が
減
っ
て
も
生
活
基
盤
を
し
っ
か
り
と
維
持
し
な
が
ら
、
賑
わ
い

が
生
ま
れ
る
中
心
市
街
地
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の

で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
特
集
で
は
現
状
を
確
認
し
な
が
ら
、
町
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報
編集委員
が行く

現状を肌で感じるために、
広報編集委員が中心市街地を
実際に歩いてみました。

※最上町立地適正化計画データより

7028人人口

2685世帯世帯
※住民基本台帳 2026年５月３１日現在

79事業者
小規模事業者（卸売・小売業）

（　　）従業員数
310人

※2026年３月末時点

244件
空き家（空き建て物を含む）

通勤・通学の状況

※経済センサス2021年より

数字で見る町の状況

17棟
公営住宅

（町営住宅・若者定住環境促進住宅など）

（113戸）

好立地にある
旧JA跡地の活用が
求められています。

人ありきの商売なので、
人口減少は本当に切実な問題ですね。

（マキクリーニング）

創業80年以上の
和洋菓子屋さん！

バナナボートが人気です。
（大谷菓子店）

町で唯一？の
一方通行の路地。
栄えていた時代の
名残りでしょうか。

元気ステージの看板も
だいぶ元気がないですね。

ここ数年で空き地が
目立っていますね。
空き地の雑草も課題に
なりそうです。

最上町

真室川町真室川町
金山町金山町

鮭川村鮭川村

戸沢村戸沢村

新庄市新庄市

舟形町舟形町

大蔵村大蔵村
大石田町大石田町

村山市村山市

尾花沢市尾花沢市

東根市東根市

山形市山形市

仙台市仙台市

加美町加美町

大崎市大崎市

湯沢市湯沢市
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最上町役場

元気ステージ

最上郵便局

若者定住環境
モデルタウン
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様
々
な
立
場
の
方
に

中
心
市
街
地
に
つ
い
て
の
想
い
や
、

求
め
て
い
る
こ
と
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

中
心
市
街
地

中
心
市
街
地

中心市街地の　  と今今 これからこれから特集

　昔、商店街を拡張して公衆トイレなども整備する
構想もありましたが、今となっては夢のまた夢です
ね。これからは集中化し中心市街地に人を増やす必
要があると考えています。最上町の人たちが、ここ
に来ると安心できる場であって欲しいですね。解体
するだけでなく、若い人が挑戦できるような投資も
必要です。以前はまちづくりについて考える会合な
どが頻繁にありました。対話から本当に町民が求め
られているまちづくりが始まると思います。
民間の挑戦を後押しする行政であって
欲しいと願います。

　昭和40年頃まで瀬戸物の他に麹を製造していま
した。先代が体調を崩したのをきっかけに勤めを
辞めて店を継ぎました。コロナの影響で物の価値
観が変わり人口減に比例して物販業に陰りが見え
始めた数年前から、一部食品加工を始めました。
　物販業だけの営業は厳しい環境になってきてい
ますが、人と人とのつながりを大切
にし、地域に寄り添ったお店として
頑張りたいです。

　東京で就職後、30代で帰省し祖父が開業した
店を父から私と受け継ぎました。以前は卸売中心
でしたが、現在は店舗にもたくさんのお客様が足
を運んで下さるようになりました。これからも長く
ご愛顧いただいているくじら餅の味を守り、新し
い洋菓子の開発にも取り組みたい。向町商店街は
子供の数が減りましたが、働く外国人の宿舎とし
て空き家が活用されており、
にぎやかな声が響いています。

　商店街では後継者不足による将来への不安が広
がっています。私の店も後継者がおらず課題を抱
えていますが、地域に根差した店として、続けら
れる限り挑戦を続けたいと考えています。商工会
や行政、仲間の力を借りながら前向きに取り組み、
店舗の存続と中心市街地の活性化に
全力で貢献してまいります。

　県外での経験を経て故郷への思いを強め、親子
三代の実家ラーメン店を四代目として継ぐ決意を
しました。日々鍛錬で腕を磨き、商工会青年部の
指導を受けながら新メニュー開発や地域活性化に
挑戦。子どもたちにも笑顔で食べてもらい、商店

街の未来と店舗の発展を日々
全力で目指しています。

　商店街周辺も空き地が多くなり、子供が通らな
くて寂しいので、空き地を整備して子ども達が遊
べる場所や高齢者の方も休めるベンチを置いたり
しても良いと思います。あとは、商店などの人達
が以前のように集まり、話す機会が必要で、その
中で出た若い人のアイデアを取り
入れていくことで、賑やかになる
のではないかと思います。

　大変なこともあるかもしれないけど、工夫して
暮らしを楽しめている人はいっぱいいるのかも。
近いところで、いつもの顔ぶれで会える場所があ
ればいいですね。例えばコミセンの中に一角だけ

でもくつろげる雰囲気の場所がある
と自然と人が集まってくるのではな
いでしょうか。

　基本的に買い物は、人付き合いを気にせず気楽
に行ける町外のお店や宅配サービスを利用するよう
にしています。将来の利便性や子の教育等を考え、
転出された方々もいるので、こうしてしがらみや生
活において何らかの生きづらさがあると定住につな
がらないのが現実だと思います。

◎デマンドバスの予約の仕方が分からないので
　歩いて買い物に行っている。（90代女性）
◎足が悪く一人暮らしで雪投げが大変。
　どこに頼めばいいかも分からない。（60代女性）
◎デマンドバスの本数を減らされて困っている。
　1本でもいいから土日も運行してほしい。（70代女性）
◎子どもたちとの交流が増えれば力になる。（皆さん）

◎シールも売っている駄菓子屋さんがあったらいいな。
◎プールが向町にあると毎日行きたい。
◎遠い地区に住んでいるので向町に行けるバスが欲しい。
◎すこやか広場に小学生も楽しめる遊具が欲しい。
◎地域の人と遊べる場所があったら。
◎大人がいなくても遊べる場所も欲しい。

町
民
の
み
な
さ
ん
が
想
う

Interview

店主の想い店主の想い
店主の想い店主の想い

他地域からの想い他地域からの想い

店主の想い店主の想い
後継者の想い後継者の想い

店主の想い店主の想い

商工会会長の想い商工会会長の想い

住民の想い住民の想い

高齢者の想い高齢者の想い

子どもたちの想い子どもたちの想い

石山　明 さん
生活工房いしやま

佐藤 達雄 さん
佐藤菓子店佐藤 雅哉 さん

西郷屋

押切　昇 さん
押切精肉店

髙橋 ゆう子 さん
大堀地区住民

佐藤　隆 さん
もがみ南部商工会会長 五十嵐 峰夫 さん

五十嵐要商店

A さん（向町）
子育て世代

向町学童の子どもたち

向町サロン参加者の皆さん

　実際に町を歩いて様々な立場の方々からの切実な
声が聞こえてきました。行政がやるべき部分もあれ
ば、民間の力が発揮されることで盛り上がるものも
あると思います。異なる立場同士が対話を重ね、両
輪がうまく回り始めることで、良い循環が生まれる
のではないかという希望が見える取材となりました。
　町も計画書を作って終わりではなく、目に見える
形で実行に移して行き、議会がその潤滑油の役割を
果たしていけるよう、しっかりと町民と行政の間に
立ち課題解決に向けて取り組んでいきます。

まとめ
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6月
定例会

会 期
6月3日㈬～4日㈭まで

街灯設置が求められる道路

養鶏場建設予定地（鍋倉）養鶏場建設予定地（鍋倉）

人
事
案
件

月定例会が2日間の会期で開催されました。地域振興公社経
営状況等の報告4件、農業委員・教育委員・消防委員の人事

案件同意14件、条例の改正・補正予算等の承認７件、他条例の改
正・財産取得・補正予算等の議案11件についての審議が行われ、
全36議案を原案どおり可決しました。

至
っ
て
お
ら
ず
、
技
能
実
習
生
だ
け
で
な
く

町
外
か
ら
の
労
働
者
も
含
め
た
住
居
確
保
の

仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

令
和
８
年
９
月
１
日
よ
り
生
活
道
路

に
お
け
る
自
動
車
の
法
定
速
度
が
時

速
60
㎞
か
ら
時
速
30
㎞
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
が
、
町
と
し
て
ど
の
様
に
町
民
の
方
に
周

知
し
て
い
く
の
か
。

生
活
道
路
に
お
け
る
法
定
速
度
改
訂

に
つ
い
て
の
町
民
の
方
へ
の
周
知
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
報
な
ど
で
も
お
知
ら
せ

を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
警
察
の
方

で
も
こ
の
情
報
を
周
知
す
る
に
は
相
当
時
間

を
要
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
周
知
体
制
の
整
備
が
可
能
か
確
認
を
行

い
。
引
き
続
き
関
係
機
関
と
調
整
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

答 問 法
定
速
度
の
引
き
下
げ

企
業
立
地
促
進
奨
励
金
の
５
６
０
万

円
の
内
容
は
。

株
式
会
社
ア
イ
オ
イ
に
企
業
立
地
促

進
条
例
に
基
づ
き
、
委
員
会
を
開
き

５
月
15
日
に
指
定
を
し
、
用
地
購
入
及
び
排

水
設
備
に
合
わ
せ
て
５
６
０
万
円
の
奨
励
金

に
な
り
ま
す
。工
期
は
令
和
８
年
６
月
よ
り
、

令
和
９
年
２
月
に
な
り
ま
す
。
事
業
用
地
は

12
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
養
鶏
１
8
０
万
羽
と
雇
用

は
16
名
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

企
業
誘
致
と
雇
用
確
保
を
目
的
に
、

民
間
事
業
者
が
整
備
す
る
誘
導
施
設

や
移
住
者
向
け
居
住
施
設
へ
の
支
援
に
加

え
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
や
技
能
実
習
生
の

住
環
境
整
備
へ
の
補
助
を
拡
充
し
、
事
業
継

続
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
持
続
的
な
支

援
体
制
の
構
築
を
進
め
る
考
え
は
。

技
能
実
習
生
を
は
じ
め
と
す
る
労
働

者
の
住
居
確
保
に
企
業
が
苦
慮
し
て

い
る
実
態
や
、
町
と
し
て
も
空
き
家
活
用
な

ど
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
支
援
に
つ
い
て
も
試

行
的
な
取
組
で
あ
り
、
抜
本
的
な
対
策
に
は

答 問 企
業
立
地
促
進

企業誘致の
さらなる促進を
企業誘致の
さらなる促進を
企業誘致の
さらなる促進を
企業誘致の
さらなる促進を

答 問

お
ら
だ
の
川
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら

簡
易
宿
泊
施
設
り
ん
ど
う
ま
で
の
間

は
、
近
年
鳥
獣
の
出
没
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

安
全
確
保
の
た
め
、
当
該
箇
所
へ
の
街
灯
設

置
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

駐
車
場
の
車
中
泊
や
河
川
敷
で
の
キ
ャ
ン
プ

利
用
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
河
川
敷
は
豪

雨
に
よ
る
増
水
な
ど
安
全
面
で
の
懸
念
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
宿
泊
を
控
え
る
よ
う

問 進
ま
ぬ
西
公
園
エ
リ
ア

の
再
整
備

注
意
喚
起
す
る
看
板
設
置
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

把
握
・
対
応
し
て
い
る
の
か
。

街
灯
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
熊

出
没
状
況
も
踏
ま
え
、
必
要
性
を
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
利
用
者
の
多

く
が
風
呂
と
セ
ッ
ト
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
安
全
性
確
保
の
た
め
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
駐
車
場
で
の
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
宿
泊
に
関
す
る
使
用
料
や
運
用
状

況
に
つ
い
て
は
詳
細
を
確
認
し
な
が
ら
、
宿

泊
規
制
の
在
り
方
も
含
め
て
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

老
朽
化
し
て
い
る
西
公
園
エ
リ
ア
の

将
来
的
な
方
針
と
活
性
化
検
討
委
員

会
の
動
き
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

西
公
園
活
性
化
検
討
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
検
討
委
員
会
の
設
置
ま
で
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
プ
ー
ル
・
多
目

的
広
場
に
つ
い
て
は
、
年
間
７
０
０
０
人
も

の
利
用
が
あ
り
ま
す
の
で
、
修
繕
し
な
が
ら

利
用
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
他
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
・
ト
イ
レ
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
野
球
場
に
つ
い
て
は
、
野
球
だ
け
の

利
用
で
は
な
い
利
用
の
仕
方
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

現
在
ナ
フ
サ
不
足
で
新
庄
市
で
は
、

各
家
庭
で
用
意
し
た
ご
み
袋
で
対
応

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
当

町
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

県
内
の
市
町
村
で
も
、
ご
み
袋
等
の

影
響
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
当
町
に

お
い
て
は
、
ご
み
袋
の
１
枚
当
た
り
の
購
入

単
価
上
昇
な
ど
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
焦
ら
ず

に
必
要
な
分
だ
け
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

現
在
は
、
大
丈
夫
で
す
。
ま
た
、
医
療
用
手

袋
が
不
足
す
る
心
配
が
あ
り
、
現
在
国
が
備

蓄
し
て
い
る
医
療
用
手
袋
を
購
入
す
る
予
定

で
す
。

答 問

中
東
情
勢
の
影
響

答 問

6

消
防
委
員

任
期
／
令
和
８
年
６
月
４
日
〜
令
和
９
年
９
月
30
日

藤
畑 

智 （
新
田
）

ふ
じ
は
た 

さ
と
し

教
育
委
員

任
期
／
令
和
８
年
７
月
１
日
〜
令
和
12
年
６
月
30
日

大
場 

か
お
り （
赤
倉
）

お
お 

ば
農
業
委
員

任
期
／
令
和
８
年
７
月
20
日
〜
令
和
11
年
７
月
19
日

藤
畑 

智 （
新
田
）

渡
邊 

紀
栄 （
中
満
澤
）

小
林 

吉
雄 （
沢
原
）

菅 

慎
一
郎 （
東
法
田
）

齊
藤 

常
久 （
下
白
川
）   

中
島 

日
出
夫 （
若
宮
）

佐
藤 

真
由
美 （
本
城
） 

松
田 

満
理
子 （
月
楯
）

渡
部 

浩
栄 （
月
楯
）

大
場 

充 （
上
鵜
杉
）

菅 

倫
人 （
野
頭
）

五
十
嵐 

一
春 （
向
町
）

ふ
じ
は
た 

さ
と
し

わ
た
な
べ   

き 

え
い

こ
ば
や
し  

よ
し 

お

か
ん  

し
ん
い
ち
ろ
う

さ
い
と
う 

つ
ね
ひ
さ

な
か
じ
ま   

ひ   

で  

お

 

さ 

と
う    

ま  

ゆ  

み

ま
つ  

だ    

ま  

り  

こ

わ
た
な
べ  

こ
う
え
い

お 

お 

ば  

み
つ
る

か
ん  

み
ち 

と

い
が
ら
し   

か
ず
は
る

技能実習生が働く職場

答

議
案
審
議

議
案
審
議

ickup!
P

ickup!
P

ickup!
P

ickup!
P
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地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
化
は
町
民
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
重
要
と
考

え
ま
す
。
最
上
町
に
お
け
る
設
立
状
況
、

参
加
者
数
、
学
校
施
設
活
用
、
町
の
支
援

内
容
、
運
営
上
の
課
題
と
解
決
策
、
今
後

の
推
進
方
針
や
町
民
参
加
促
進
策
に
つ
い

て
、
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】　
本
町
で
は
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
も
が
み
西

公
園
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
中
心
に
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
や
社
会
人
ス
ポ
ー
ツ
団
体

な
ど
が
活
動
し
て
お
り
、
令
和
7
年
度
は

年
間
延
べ
約
3
5
0
0
名
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学
校
体
育
館
や
旧
小
学
校

体
育
館
な
ど
を
活
用
し
、
現
在
13
団
体
が

継
続
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
町
で
は

施
設
の
無
償
提
供
や
減
免
措
置
、
活
動
費

の
一
部
補
助
、
指
導
者
講
習
会
へ
の
参
加

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
少
子

高
齢
化
や
労
働
環
境
の
変
化
に
伴
う
指

導
者
の
な
り
手
不
足
、
ク
ラ
ブ
間
の
連
携

強
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
研
修
機
会
や
ク
ラ
ブ
運
営
支
援

の
充
実
、「
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
や
ま
が
た
」

の
活
用
に
よ
る
指
導
者
育
成
、
S
N
S
や

クラブ施設で運動する子どもたち

部
活
の
遠
征
に
向
か
う
バ
ス
事
故

が
あ
っ
た
が
、当
町
中
学
校
の
部
活

遠
征
や
校
外
学
習
の
バ
ス
移
動
の
安
全
性

に
問
題
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】　
可
能
な
限
り
ス
ク
ー

ル
バ
ス
や
公
用
車
を
活
用
し
、
専

業
の
運
転
手
や
関
係
職
員
が
「
運
行
管
理

規
程
」
に
則
っ
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
外

部
指
導
者
が
運
転
す
る
場
合
は
、「
運
転
業

務
委
託
契
約
」
を
交
わ
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
、健
康
状
態
と
ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェ
ッ
ク
、
安
全
運
行
点
検
を
徹
底
し
、

万
が
一
事
故
等
が
あ
っ
た
場
合
は
保
険
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、「
運
行
管

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
再
点
検
を
行
い
、

厳
格
な
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
敷
い
て
ま

い
り
ま
す
。

予
約
制
乗
合
バ
ス
の
減
便
に
つ
い

て
利
用
者
か
ら
不
満
の
声
が
あ
る
。
ま
た
、

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
利
用
料
金
が
高
額
で

利
用
し
づ
ら
い
と
い
う
声
も
あ
る
が
再
検

討
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】　
予
約
制
乗
合
バ
ス
は
稼

働
率
の
低
い
満
沢
・
前
森
黒
沢
・
月

楯
萱
場
の
午
後
の
便
を
削
減
し
、
需
要
の

多
い
地
域
は
５
便
か
ら
最
大
７
便
へ
増
便

し
ま
し
た
。
予
約
早
朝
対
応
は
、ニ
ー
ズ
が

少
な
く
廃
止
し
ま
し
た
。
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア「
あ
る
タ
ク
」の
料
金
は
県
内
タ
ク

シ
ー
料
金
と
比
較
し
て
安
価
な
設
定
と

な
っ
て
お
り
、
介
護
タ
ク
シ
ー
「
か
も
し

か
」
と
共
存・住
み
分
け
も
考
慮
し
て
い
ま

す
。

ま
ち
の

未
来
を
問
う

ま
ち
の

未
来
を
問
う

ま
ち
の

未
来
を
問
う

3
議
員
が一般
質
問

くりばやし　ひろこ

栗林 浩子 議員

質問のねらい質問のねらい

質問のねらい

予約制乗合バスの減便について町中心地から
遠い地域から不満の声が上がりました。町民が
平等に公共交通サービスを受ける為には、遠隔
地の住民へ配慮が必要ではないでしょうか。

答

答

問問

広
報
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
強
化
を
進

め
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
誰
も

が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

さとう　  まさいち

佐藤 正市 議員

地域スポーツクラブ化は町民の生涯スポーツ推進や健康増進に重要です。
最上町におけるクラブ設立状況、運営課題、今後の推進方針について町の
見解を伺い、町民への入会勧誘促進に役立てることを目的としています。

答 問
一般質問

※
掲
載
し
て
い
る
文
章
は
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

動画はこちらから

動画はこちらから

動画はこちらから

向
町
・
大
堀
学
区
の
放
課
後
子
ど
も

教
室「
ワ
イ
ル
ド
エ
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
」と「
わ
ん
ぱ
く
学
校
」は
、
開
催

日
の
重
複
や
少
子
化
に
よ
る
参
加
者
減
少

が
課
題
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
体
験

と
中
学
進
学
後
の
交
流
円
滑
化
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
日
程・内
容
を
調
整
し
学
区

を
超
え
た
参
加
を
実
現
で
き
な
い
か
。

【
教
育
長
】　
事
業
連
携
に
よ
る
交

流
促
進
は
、
本
町
の
教
育
環
境
を

一
段
高
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
引
き
上
げ
る
重

要
な
視
点
で
す
。
他
の
特
色
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
相
互
に
開
放
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
拡

充
を
目
指
し
た

調
整
を
図
り
な

が
ら
、
保
護
者

向
け
メ
ー
ル
機

能
を
活
用
し
、

情
報
発
信
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

町
営
に
切
り
替
わ
り
、引
き
馬・コ

テ
ー
ジ
の
み
の
運
営
と
な
り
来
訪
者
の
満

足
度
が
低
下
し
て
い
る
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
提
供
や
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
早
期
再
開

を
は
じ
め
と
す
る
管
理
改
善
を
求
め
る
。

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
、
指
定

管
理
者
募
集
の
進
捗
と
実
績
あ
る
事
業
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　
現
在
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
に
よ
る
情
報
発
信
を
は
じ
め
、

魅
力
を
創
出
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
各
施
設
に
お
い
て
は
6

月
よ
り
確
か
な
実
績
を
持
つ
事
業
者
を
募

集
し
、
7
月
の
審
査
委
員
会
で
決
定
す
る

予
定
で
す
。

やまざき　 か  な  こ

山﨑 香菜子 議員

都会では多額の費用をかけてでも自然体験
をさせたい保護者がいる一方、町内の自然体
験の機会は減少しつつある。両事業での体験
は時代を生き抜く強みになるはずだ。

答

答

問問

一
般
質
問
と
は

議
員
の
調
査
研
究
、 

住
民
の
声
や
自
身
の
考
え
方
を
も
と
に
、 

町
長
や
教
育
長
な
ど
の
方
針
を
問
う
も
の
で
す
。

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
の
連
携
を
」

「
前
森
高
原
の
早
期
改
善
と
指
定
管
理
者
募
集
に
つ
い
て
」

発
言
順 

❸

山
﨑
香
菜
子

「
部
活
や
学
校
行
事
等
の
長
距
離
バ
ス
移
動
に
つ
い
て
」

「
予
約
制
乗
合
バ
ス
の
便
数
と
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
料
金
」

発
言
順 

❶

栗
林　

浩
子

「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
化
の
現
状
は
」

発
言
順 

❷

佐
藤　

正
市

冒険家・大場満郎氏と一緒に

公
共
交
通
の
利
便
性
と

料
金
見
直
し
は

前
森
高
原
の
早
期
改
善
と

指
定
管
理
者
募
集
に
つ
い
て

部
活
や
校
外
活
動
の
安
全
な
バ
ス
移
動
は

運
行
管
理
規
程
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
厳
守
し
ま
す

答放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
の
連
携
を

相
互
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
く

答

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
化
の
現
状
は

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す

答

質
問

質
問

質
問

安全運行が求められるスクールバス
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町
で
は
、
2
0
1
1
〜
2
0
2
0

年
に
か
け
た
統
合
に
よ
り
廃
校
に

な
っ
た
小
学
校
が
６
校
あ
り
ま
す
。

今
回
、町
の
在
り
方
と
し
て「
ど
う
し

た
ら
賢
く
縮
む
事
が
で
き
る
の
か
」

を
調
査
す
べ
く
、
廃
校
の
利
活
用
を

進
め
て
い
る
自
治
体
・
３
か
所
を
視

察
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

◉
先
進
地
視
察

　
栃
木
県
那
須
町（
な
す
ま
ち
）の
、
旧
那

須
小
学
校
は
那
須
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

が
借
り
受
け
て
、
独
自
に
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
る
施
設
で
す
。
特
徴
は
、グ
ラ
ウ

ン
ド
に
建
売
住
宅
81
戸
（
１
戸
1
1
9
0

万
〜
2
5
2
0
万
）が
建
設
さ
れ
、
主
に
高

齢
者
の
集
合
住
宅
で
集
落
を
形
成
し
て
い

る
よ
う
な
施
設
で
し
た
。
最
上
町
で
同
じ

よ
う
な
施
設
利
用
は
難
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
雪
国
で
生
活
す
る
高
齢
者
の
集
合
住

宅
と
し
て
、
旧
校
舎
利
用
の
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
栃
木
県
那
珂
川
町
（
な
か
が
わ
ま
ち
）
で

は
、旧
馬
頭
中
学
校
を
借
り
受
け
て
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
を
手
掛
け
て
い
る
㈱
ト
ー
セ
ン

が
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、発
電
の
熱

を
利
用
し
て
の
マ
ン
ゴ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
の

栽
培
と
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
も
手
掛
け
て
お
り

町
内
の
特
産
品
の
開
発
は
も
と
よ
り
、雇
用

に
も
大
変
寄
与
し
て
い
る
会
社
で
し
た
。

　
茨
城
県
城
里
町
（
し
ろ
さ
と
ま
ち
）
で

は
、
旧
七
会
中
学
校
を
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム「
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
」の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
昨
年
Ｊ
1
に
昇
格
し
町
と
し
て
も
相

当
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
と
い
う
事
で

す
が
、
芝
生
の
管
理
に
毎
年
2
0
0
0
万

程
管
理
費
用
が
か
か
り
経
費
削
減
が
課
題

の
よ
う
で
す
。

　
今
回
の
所
管
事
務
調
査
で
は
、
人
口
減

少
か
ら
学
校
の
統
廃
合
に
苦
慮
し
な
が
ら

も
、
旧
小
中
学
校
の
利
活
用
と
い
う
観
点

か
ら
３
か
所
そ
れ
ぞ
れ
が
、
何
と
か
利
用

に
結
び
つ
け
て
い
る
良
い
実
証
例
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
共
通
点
と
し
て
、統
合
計
画

と
同
時
進
行
で
、
校
舎
活
用
促
進
に
取
り

組
み
、
今
の
活
用
に
至
っ
て
い
る
と
い
う

事
で
す
。

　
当
町
で
は
廃
校
に
な
っ
て
か
ら
数
年
が

経
過
し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
前
向
き
な
活
用
で
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
事
を
願
い
な
が
ら
、
所
管
事

務
調
査
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
と
環
境

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」及
び

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」を
宣
言
し

た
町
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
に
よ
る
産
業
振
興
と
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、「
公

共
施
設
の
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
」を
中
心
に
調
査・研
究
を
行
い
ま

し
た
。

◉
先
進
地
視
察

　
神
奈
川
県
小
田
原
市
で
は
、太
陽
光
発
電

や
蓄
電
池
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、E
V
公
用
車
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
、
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
な
ど
、
脱

炭
素
化
と
防
災
機
能
の
強
化
を
両
立
す
る

先
進
的
な
取
り
組
み
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
規
模
病
院
に
お
け
る
高
い
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
確
保
な
ど
、公
共
施
設
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
事
例
に
つ
い
て
も
知

見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
も
が
み
地
産
地
消
エ
ネ
ル

ギ
ー
合
同
会
社
か
ら
は
、
国
の
重
点
加
速

化
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
進
め
る

う
え
で
は
、
自
然
環
境
や
景
観
と
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、山
形
県
尾
花
沢
市
及
び
河
北
町

で
は
、雪
や
地
下
水
な
ど
地
域
資
源
を
活
用

し
た
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
調
査
し
、建
物
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
一
体
的
に
設
計
・
整
備

す
る
こ
と
で
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
、光
熱
費
の
抑
制
に
つ

な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
を
通
じ
て
委
員
会
と
し

て
は
、
今
後
の
公
共
施
設
整
備
に
お
い
て

は
、
初
期
費
用
だ
け
で
な
く
解
体
費
用
ま

で
を
含
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を

重
視
し
、
建
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
一

体
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

太
陽
光
発
電
に
加
え
、
雪
・
水
・
風
な
ど
の

地
域
特
性
を
生
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
も
幅
広
く
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
町
有
E
V
車
両
の

有
効
活
用
や
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
の

可
能
性
調
査
、
災
害
に
強
く
持
続
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
脱
炭
素
施
策

を
、
町
民
の
方
が
効
果
（
お
得
・
便
利
・
快

適
）
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
事
業
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
以
上
で
、所
管
事
務
調

査
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

常任委員会 最終報告

学
校
の
統
廃
合
は
、今
後
同
時
進
行
で

廃
校
の
利
活
用
も
考
え
て
い
く
べ
き
で
は

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
重
視
し

建
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
一
体
整
備
を
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業
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生
常
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委
員
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